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菌液接種による新梢におけるモモせん孔細菌病 
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３ 要旨 

県内ではモモせん孔細菌病が多発しており、対応に苦慮している。そこで、本病に強い系統を
選抜するために、県内の主⼒品種及び交雑実⽣について、モモせん孔細菌病抵抗性の有望な育種
素材である「チマリッタ」、「コーラル」等と⽐較して菌液の接種による病斑⻑の拡⼤程度を評
価した。その結果、交雑実⽣２個体で病斑の拡⼤が⼩さかった。 
                                                         

（１） 菌液接種には交雑実⽣ 60 個体、９品種を供試した。６⽉に概ね⽔平⽅向に 30 ㎝程度伸⻑
している結果枝 5 本に対し、３か所ずつ複針注射器で菌液を接種し、10 ⽉に病斑⻑の拡⼤
程度を評価した（図 1）。 

（２） 「168-2」「168-12」の２個体の病斑⻑は、「チマリッタ」「コーラル」及び「はつひめ」と
同等で、「あかつき」及び「ゆうぞら」と⽐較すると有意に短かった（図２）。 

（３） 今回の評価は新梢の病斑拡⼤に関するものであり、今後果実における発病程度との相関に
ついて調査を⾏い、その相関を明らかにすることで有望な系統の早期選抜が期待できる。 
 

 
 
 
 
 
 
 

図１ 接種試験による枝病斑（⽩枠内） 
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（１） 末貞佑⼦，モモせん孔細菌病の抵抗性評価法,植物防疫，70（７）, p.448-450, 2016. 

図２ 供試品種・系統の病斑⻑ 


